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 A LONG-TERM THERAPEUTIC EXPERIENCE 
WITH  CERNILTON6 IN CHRONIC PROSTATITIS
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   Thirty-two patients with chronic prostatitis were given 6 tablets of Cernilton® daily for 
12.6 weeks on the average. Improvement of subjective symptoms and objective findings was 
noted in 74.2% and 65.6% of the cases, respectively. The effective rate was 75. 0 %. No 
subjective symptoms or abnormal changes in laboratory data were observed in any case after 
Cernilton® medication.
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緒 言
前立 腺炎 は成 人 男子 に 頻 発す る性 器疾 患 の 一 つ で あ
るが,前 立 腺炎 様 症 状 を 示 す 一 連 の 疾 患 群 の 分 類 法
は従来 統 一 さ れ た もの が な か った.し か し最 近 で は
Drachら1)が提 唱 した前 立 腺 炎 症 候群 を1)急 性 細
菌性前 立腺 炎(acutebacterialprostatitis),2)慢
性細菌 性前 立腺 炎(chronicbacterialprostatitis,
CBP),3)慢性非 細 菌 性前 立 腺 炎(chronicnonbac・
terialprostatitis,NBP),4)prostatodyniaの4型
に分類 す る こ とが一 般 的 とな っ てい る.し か し,慢 性
前立腺炎 の診 断 ・鑑 別 は な か なか 困 難 な場 合 が 少 な く
ない.
また 化学 療法 の進 歩 に よって 急 性 細菌 性 前 立 腺炎 の
治療効果 は 顕著 で あ るが,慢 性 前 立腺 炎 に対 して は満
足すべ き効 果 が得 られ ず,的 確 な 治療 法が な く,長 期
展望に た って 根 気 の い る治 療 を 要 す る の が現 状 で あ
る,
Cernilton⑪は1960年Ask-Upmark2)によっ て初
め て慢性前 立 腺 炎 に対 す る治 療 効果 が 報 告 され,1961
年J6nssons)の治療 効 果報 告 に続 き,1962年Lean-
der4)が二 重 盲検 試 験 で 本 剤 の有 効 性 を 報告 し て い
る.
本邦 では 大 越 ら5)がplaceboとの 比 較試 験 でCer・
n至lton⑫投 与 群 の有 効率71.4%に対 し,placebo投与
群 で は43.8%と効 果 の 差を 認 め,さ らに大 北 ら6>は75
%,加 藤 ら7)も75%の治療 効果 を報 告 して い る.当 科
の斉藤8)は慢性 前 立 腺炎30例に対 し前 立腺 マ ッサ ー ジ
併 用 に よるCernilton②単独 投 与 で 自 ・他 覚 症状 の消
失 率56.7%,改善 率96.7%の治療 効 果 を報 告 し,さ ら
に斉藤9>は前 立腺 マ ッサ ー ジ 併 用 に よるplaceboと
の比 較試 験 でCernilton⑨単独 投 与 群 が著 効50%,有
効42.9%に対 し,placebo投与群 で は 著効 例 は な く有
効42,9%の治療 成 績 を 報告 して い る.
今 回,当 科 に慢 性 前 立腺 炎 専 門外 来 を設 け,患 者 の
長 期 追 跡が 可 能 にな った のを 機 に,慢 性前 立 腺 炎 を対
象 と してCernilton②を単 独投 与 を 原 則 と して3ヵ 月
長 期投 与 して そ の有 効性 と安 全性 を 検 討 した の で そ の








































尿 不 陰 不 排
快 部 快 尿
感 感 痛
(週)前後 前 後 前 後 前 後 前後
125NBP 再発 頻 尿2年 未満 宅記 多ヨン123333わ00000
240 〃 初 発impotence1年 未 満 ミノマイシン203322001100
342 〃 再発 会謬蟻栗撰感3ヶ 月未満 高血圧症 101110001000
449 " 初発 甕尿困策2年 以上 123121001000
559 " 再発 馨 尿 揺1年 未満 %%う ン123121000020
657 " 初発 排 尿 痛1ヶ 月未満 123020000010
738 〃 再発 婆陰部羅2年 以上 121100101000
865 〃 初発 墨覧離霧1需瑠;1ヶ月未満 副 畢 丸 炎(右) 123100001000
933 " 再発 尿道療痒感2年 以上 尿道炎 121000100000
1034 〃 初発 排尿困難1ヶ 月未満 33110000000
1130 " 再発 頻 尿2年 以上 163322101010
1255CBP 初発 排尿困難3ヶ 月未満 タ リピ ッ ド 61120000000
1359NBP 〃 血 尿1ヶ 月未満 懸 楚 130021000000
1427 〃 再発 響 欝'1年未満 フルマーク130000101010
1536 " 初発 尿道罪 鷲 篇力感1ヶ 月未満 尿道炎 でヶ;7多 ン161100000010
1633 〃 再発 下綴部不覆感3ケ 月未満 フルマーク123100101000
1736NBP 初発 挙児希望 不 明 120000000000
1880CBP 〃 韓『網雛1年 未満 タ リビッド113010000020
1968NBP 〃 頻 尿1ヶ 月未満 121132002000
2037 " 再発 嘉腹部腰2年 以上 153011100000
2130prostatOdynia"藪腹部獲2年 未満 ㌶ ¢㌻ム123333002100
2258NBP 〃 頻 尿 〃 143110000000
2326 " 〃 残 尿 感3ヶ 月未満 150000000000
2435 〃 初発 鼠蹟部痛(左) 〃 蟹野 120000000000
2535 " 再発 会陰部不快感6r月 未満 140000002100
2627 〃 〃 鼠撲部痛(両側) 〃 でケ;7ζ ンllOOOOOOIOOO
2731 〃 〃 鼠瞑部痛(両側)1年 未満 100000000000
2826 〃 初発 会陰部不快感1ヶ 月未満 210000002000
2929 〃 〃 獲尿慧 〃 123000000000
3045 " 再発 会陰部不快感1年 未満 轡騨 151100001000
3136 " 〃 会陰部不快感2年 以上 123100002100









l例で,主 訴 は頻 尿11例(34.4%),鼠径部 痛 ・会陰
部 痛 ・下 腹 部 痛 な どの性 器周 辺 部 痛8例(25%),会
陰部 不快 感6例(18.8%)な どで あ った.
投 与方 法 はCernilton⑭錠 を1回2錠,1日3回 経
口投 与 した.投 与期 間 は 原則 と して12週間 と した が,
3週 間 か ら21週間 にわ た り,平 均12.6週間 で あ った.
な お,来 院 ご とに前 立 腺 分 泌液 検査 を か ね前 立 腺 マ
・・サ ー ジを 行 った.
併 用薬 剤 はCBP,NBPは 抗 生 物 質,prostat。・
dyniaは精 神 安定 剤 の併 用 は可 と した が,泌 尿器 官 用
剤 鎮痙 剤 を併 用 した も のが そ れ ぞ れ1例 ず つ あ っ
た.
調 査項 目は,自 覚症 状 お よび前 立 腺 触 診 ・尿 ・前立
腺 分 泌液(expressedprostaticsecretion,EPS)10)
城代,ほか:セ ルニル トソ・慢性前立腺炎 563



































000000不 変000000 不 変 なし 無 効
000000不 変200010 帯 十 惜 十 一 中等度改善 〃 やや有効
100000中 等度改善100000-一 ± 十 十 粁 不 変 〃 やや有効
001010中 等度改善110010 ± 十 軽度改善 〃 有 効
000000著 明改善100000 十 一 中等度改善 〃 有 効
000000著 明改善000000 一 一 一 什 十 什 什 一 軽度改善 〃 有 効
100000中 等度改善310010 帯 一 什 十 一 一 著明改善 〃 有 効
100000著 明改善100000『 十 一 一 一 著明改善 〃 著 効
000000中 等度改善100000± 十 ± ÷ 一 一 中等度改善 〃 有 効
001000著 明改善100000 一 十 一 著明改善 〃 著 効
000010軽 度改善llOOOO 一 不 変 〃 やや有効
001000中 等度改善000000}} ± 土 十 十 不変 変 〃 やや有効
001000中 等度改善101110 十 十 十 十 中等度改善 〃 有 効
000010著 明改善200010 著明改善 〃 著 効
000000軽 度改善200010十m 帯 帯 帯 帯 中等度改善 〃 有 効
001010著 明改善310010 ± 十 一 一 著明改善 〃 著 効
000000判 定 不能200000十 十 一 十 十 中等度改善 〃 有 効
002100著 明 改善110000十 一 十 一 柵 一 惜 十 十 一 中等 度改 善"有 効
000010中 等度改善311010 著 明改善 〃 有 効
100000著 明改善100000 ± 十 十 軽度改善"有 効
330000不 変110000 一 不 変 〃 無 効
001010著 明改 善100000-一 一 中等度改善 〃 有 効
000020著 明改善100000 十 一 十 十 著明改善 〃 著 効
210000軽 度改善llOOOO 十 ± 軽度改善 〃 やや有効
000000軽 度改善210000 十 軽度改善 〃 やや有効
100000著 明改善100000一 ± 著明改善 〃 著 効
210000軽 度改善100000 十 一 十 十 一 中等度改善"有 効
000000中 等度改善100000辮 ± 十 十 中等度改善 〃 有 効
}80010著 明改善000000 一 十 一 一 軽度改善 〃 有 効
001000中 等度改善110000 十 一 什 一 中等度改善 〃 有 効
000000中 等度改善100000 ± 十 一 著明改善 〃 有 効
000010著 明改善100000 ± ± 十 十 一 中等度改善 〃 有 効
遜4前 立腺触 診所 見:3.高 度2.中 等度1.軽 度0.な し
崇5多 核 白 血 球:暑.血 球 が視 野の1/2以上の 面積 を占め る 升.30個/hpf-一視fiの1/2未満
十,10--29個/hpf±,5-9個/hpf-0-4個/hpf
豪6細 薗:十.あ り 一.な し
蟻7macrephagel十,10個 以上/hpf十.5-9個/hpf十.1-4個/hpf
- .5視 野 で!個 も認め ない
の他覚所 見 と した.
自覚症 状 は,昼 間 頻 尿 は3:10回 以上,2=9～10
回,1:7～8回,05～6回,夜 間 頻 尿 は34
回以 上,22～3回,1=1～2回,0=な し,排
尿不快 感,会 陰 部不 快 感,瘍 痛(排 尿 痛 お よび 鼠径 部
痛 ・会 陰 部痛 ・下 腹 部痛 な ど の性 器 周 辺 部痛),排 尿
困難,残 尿 感 に つ い て は3=高 度,2:中 等 度,1
軽度,0;な しの4段 階 で 評価 した.自 覚 症状 全 般 効
果判 定 は,各 項 目の 推移 を総 合 して 著 明改 善,中 等 度
改善,軽 度 改善,不 変,悪 化 の5段 階 で評 価 した.
前 立 腺触 診 所 見 は圧 痛,硬 化,腫 大 につ い て3:高
度,2:中 等 度,1:軽 度,0:な しの4段 階 で評 価
した.EPS所 見 では,前 立 腺 マ"iサー ジ後 の分 泌 液,
また得 られ な い場 合 マ ッサ ー ジ後 の尿(voidedblad-
dcr3,VB3)10)所見 に よ った.多 核 白血 球 検 鏡 の評
価 につ いて は対 物40倍で検 鏡 し,柵=白 血 球 が 視 野 の
564
Tablc2.症例 の 内 訳 ・
泌尿紀要34巻3号1988年




































併用薬剤 あ りな し
11
21
1/2以上 の面 積 を 占め る,十=30個1hpf～視 野 の1/2
未 満,+10～29個!hpf,±:5～9個/hpf,一;0
～4個/hpfの5段 階 で評 価 した.macrophageは,
惜:lo個以 上/hpf,十:5～9個/hpf,+・1～4個/
hpf,一=5視野 で1個 も認 め な い の4段 階 で 評 価 し
た.細 菌 に つい て は 十:あ り,一;な しと し,起 炎 菌
の 同定 はVB3を 培 養 し,103/ml以上を 陽 性 と した.
尿 所見 もEPS所 見 と 同様 に評 価 した,他 覚所 見 全 般
効 果判 定 は,前 立 腺 触診 所 見,尿 お よびEPS所 見 の
推移 を 総 合 して,自 覚症 状 全般 効 果 判定 と同様 に5段
階 で評 価 した.
総 合効 果 判定 は,自 覚症 状 全般 効 果 判定 と他 覚所 見
全 般 効果 判 定 を 総 合 して著 効,有 効,や や 有 効,無
効 悪化 の5段 階 で 評価 した.
また副 作 用調 査 と臨床 検 査 を 行 い,安 全性 を 検 討す
る こ とと した.
副作 用 が 発現 した場 合 は,症 状,程 度,発 現 日,処
置 お よび 経 過,転 帰 につ いて調 査 す る こ とと した.
臨床 検 査 は一 般 血液 検査(赤 血 球 数,白 血 球 数,血
小 板数,血 色 素,ヘ マ トク リ ッ ト),血液 生 化学(GOT,
GPT.BUN,AIP,総 ビ リル ビ ン,ク レア チ ニ ン,
Na,K、Cl),CRP試 験,尿 検 査(蛋 白,糖,潜 血






























































































































































































































































































Table4.自覚 症状 全 般 効果 判 定 ・
改 善 率(%)著明改善 中等度改善 軽度改善 不変 悪化 計
中等度改善以上 軽度改善以上






Table5.他覚所 見 項 目別 効 果判 定.
項 目 欝 襲幾消失 改善 不変
改 善 率(%)
消失 改善以上











※投与前陽性 であった尿所 見:多 核 白血球1例 、EPS所 見:多 核 白血
球2例 、macrophage3例は投与後検 査な しのため除外。
Table6.他覚所 見 全般 効果 判 定.
改 善 率(%)著明改善 中等度改善 軽度改善 不変 悪化 計
中等度改善以上 軽度改善以上






Table7。総 合 効 果.
著 効 有 効1 やや有効 無効 悪化 計 有 効 以 上有 効 率(%》
やや有効以上





Tablc8.層別総 合 効 果.



































































×拳児希望 の1例 は除 く
立腺 炎 の 治療 で は主 に 抗 生 物 質がfirstchoiceとし
て 使わ れ る こ とが 多い が,治 療 を 困難 に してい る原 因
と して は従 来 の 抗生 物 質 の前 立 腺組 織 お よび 前 立腺 液
へ の移 行性 が 不 良 であ る ことが あげ られ てい る.そ の
移 行 条 件 として1)脂 溶性,2)高 い 解離 定 数,3)塩
基 性,4)低 蛋 白結 合度 が あげ られ る.移 行 性 の高 い
もの と してSulfamethoxazole・Trimethoprim(ST
合剤)!s),最近 で はNew-Quinoline系化 学療 法 剤 な
どが あ る.非 細 菌 性前 立 腺炎 やprostatodyniaに対
して はChlam■diaeを考 慮 し てTetracycline系の
MinocyclineやDoxycycline,New-Quino!ine系
な ども使 わ れ てい るが,こ れ ら抗 生物 質 の治療 に抵 抗
す る こ とが 多 く,治 癒 まで に長 期 間 を要 す る 難治 性 の
た め患 者 な らび に 泌尿 器 科 医 を悩 ませ る疾 患 で あ り,
最 良 の治 療 法を 探 って い るのが 現 状 で あ る,
Cernilton②は南 ス ウ ェーデ ン の植 物8種 の 花 粉 を
一 定の 比 率 で混 合 し た もの か ら抽 出 し たCernitin
Pollen-extractを1錠中63mg含 有す る.本 剤 の薬
理 作 用 は 排 尿促 進 作 用L`,15),前立 腺 重 量増 加 抑制 作
用1b・1").および 抗 炎症 作 用I」・19)などが 報告 さ れ て お
り,前 立腺 炎 や 前 立腺 肥 大症 へ の 治療 に 使 用 され てい
る.
本 症 に対 す る薬 剤 の効果 を評 価 す る際,ま ず 問題 と
な るの は そ の診 断 基 準 で あ る.わ れ わ れ は 聞 き難 い


















































































































慢 性前 立 腺炎 の32例にCernilton⑫を1日6錠 平均
12.6週投 与 し,そ の前 後 の 自覚症 状,他 覚所 見の 変 動
に つ い て観 察 した.
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